
「
鵺
」
を
歩
く

廣 

田　

幸 

稔

　
『
平
家
物
語
』
に
よ
る
と
、「
鵺
」
は
近
衛
天
皇
の
御
代
に
夜
な
夜
な
内
裏
に

現
れ
て
は
天
皇
を
弱
ら
せ
た
怪
鳥
と
し
て
登
場
し
ま
す
。「
か
し
ら
は
猿
、

む
く
ろ
は
狸
、
尾
は
く
ち
な
は
（
蛇
）、
手
足
は
虎
の
姿
」
で
声
は
ト
ラ
ツ
グ
ミ

（
鵺
）
と
さ
れ
る
怪
鳥
（
怪
獣
？
）
で
す
。
ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
ス
ズ
メ
目
ツ
グ
ミ
科

の
鳥
で
夜
に
ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
と
鳴
く
そ
う
で
す
。
ど
う
見
て
も
実
在
の
鳥
や

獣
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
探
し
て
み
る
と
「
鵺
」
に
関
係
す
る

神
社
や
祠
が
見
つ
か
る
の
が
物
語
の
世
界
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
安
時
代
、
天
皇
の
住
ま
い
で
あ
る
内
裏
を
中
心
に
、
国
会
議
事
堂
に

あ
た
る
大
極
殿
や
そ
の
他
の
建
物
が
建
つ
官
庁
街
だ
っ
た
の
が
京
都
駅
北
西
に

あ
る
二
条
城
の
北
側
に
隣
接
す
る
二
条
公
園
（
京
都
市
上
京
区
知
恵
光
院
通

り
丸
太
町
下
ル
）
で
す
。
公
園
の
北
西
の
一
角
に
は
、
射
落
さ
れ
た
鵺
の
血

が
つ
い
た
矢
じ
り
を
洗
っ
た
と
さ
れ
る
鵺
池
と
、
鵺
の
霊
を
祀
る
鵺
大
明
神

と
書
か
れ
た
祠
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
京
都
市
内
、
下
京
区
神
明
町
に
あ
る
神
明
神
社
は
鵺
退
治
の

命
を
う
け
た
源
頼
政
が
祈
願
に
立
ち
寄
り
、
無
事
に
鵺
退
治
の
使
命
を

果
た
し
た
後
に
そ
の
時
の
矢
じ
り
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
明
神
社

は
、
近
衛
天
皇
（
在
位
1
1
4
1
～
1
1
5
5
）
の
妃
の
養
父
・
藤
原
忠
通
の

屋
敷
跡
で
あ
り
、
天
皇
も
し
ば
し
ば
皇
居
と
し
て
使
わ
れ
た
た
め
「
四
条
内
裏
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
京
都
の
メ
イ
ン
通
り
、
四
条
烏
丸
を
東
南
に

入
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
流
さ
れ
た
鵺
の
死
骸
は
桂
川
を
下
っ
て
大
阪
湾
か
ら
兵
庫
県
芦
屋
市

に
流
れ
つ
き
、
そ
こ
で
手
厚
く
葬
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
阪
神
芦
屋
駅
の
真
下
を

流
れ
る
芦
屋
川
に
沿
っ
て
大
阪
湾
に
向
か
う
東
河
畔
に
芦
屋
公
園
が
長
く
続
き

ま
す
。
大
阪
湾
に
近
い
川
沿
い
に
自
然
石
に
「
ぬ
江
塚　

あ
し
や
里
」
と
書
か

れ
た
鵺
塚
が
あ
り
、
い
か
に
も
こ
こ
が
鵺
が
流
れ
着
い
た
場
所
と
い
う
よ
う

で
す
が
、
塚
の
看
板
に
は
「
塚
は
後
世
の
も
の
」
と
の
但
し
書
き
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
一
か
所
、
大
阪
に
も
鵺
が
流
れ
着
い
た
鵺
塚
が
あ
る
と

聞
き
、
大
川
（
旧
淀
川
）
の
東
岸
、
大
阪
市
都
島
区
都
島
本
通
り
に
あ
る

母
恩
寺
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鵺
伝
説
の
話
の
順
番
に
沿
っ
て
史
跡
が
あ
る
の
も
不
思
議
で
す
が
、
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
と
史
跡
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
い
つ
の
ま
に
か
物
語
の
中
に

ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
ま
ま
京
都
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年　

神
無
月
吉
日

大阪市都島区「母恩寺」

芦屋公園「鵺の碑」。
芦屋川東側、川に沿って広
がる芦屋公園内にある。

境内の神楽殿。鵺退治の
絵馬（写真正面）と、鵺退治
に使われたとされるやじり
の写真（写真左）が飾られ
ている。

二条公園内西北には鵺池と鵺大明神の祠がある。

下京区「神明神社」正面。
周辺は飲食店や住宅が密集する。




